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Ⅰ　はじめに
　近年、子どもの学力をはじめ、社会性やコミュニケーション能力の低下、基本的な生活習慣の乱れなどが指摘さ
れており、長岡市の子どもたちにも同様な傾向が見られる。その原因として、豊かな社会がもたらした子どもを取
り巻く環境の変化や子ども自身の学ぶ意欲の低下、人間関係等を伴う実体験の減少などが指摘されている。長岡市
では、これまで１０年間にわたって推進してきた人材教育の卓越性の伸長という理念を引き継ぎ、さらに平成１７年度
より、子どもたち一人一人に自信と夢を持たせ、やる気（気概）や学ぶ意欲を引き出すことを目指した教育施策と
して、長岡市熱中！感動！夢づくり教育を推進している。
Ⅱ　長岡市熱中！感動！夢づくり教育検討の経過
　平成１６年９月に、子どもたちが地域の自然や人々と触れ合うことによる熱中体験や感動体験を通して、生きる喜
びや充実感を持ち、将来の夢や希望に向かって生きることができるよう、長岡の教育のあり方を学校教育の枠を超
えた視点から検討するため、「熱中！感動！新ながおか夢づくり教育」検討委員会を設置した。検討委員会では、現
在の学校教育が抱える課題やその原因、課題解決のための教育施策等について５回にわたる議論、検討が行われ、
平成１７年３月に、これからの長岡の教育のあり方について「熱中！感動！新ながおか夢づくり教育」に関する提言
としてまとめ、教育委員会に提出した。
　この提言を踏まえながら、平成１７年９月に「熱中！感動！新ながおか夢づくり教育」推進会議を設置し、推進会
議のもとに６部会（わかる授業（小学校）検討部会、わかる授業（中学校）検討部会、熱中・感動体験プログラム
検討部会、学社連携・融合検討部会、キャリア教育支援部会、教員意見交換部会）を立上げ具体的な議論、検討を
行った。「熱中！感動！新ながおか夢づくり教育」推進会議では、各部会の議論、検討内容を踏まえ、３回にわたる
議論、検討を行い、その検討結果を平成１７年１２月に「熱中！感動！新ながおか夢づくり教育―今後の施策に関する
意見―」としてまとめ、教育委員会に提言した。そこで示された「熱中！感動！新ながおか夢づくり教育」の施策
の骨組みは以下のとおりである。
○ わかる授業、学ぶ意欲を引き出す授業への取組の充実
・　誰でもわかる授業、学ぶ楽しさ・学ぶ意欲の湧くような授業への取組
・　教師の資質や力量の向上＝授業の質の向上
○ 熱中・感動体験プログラムの提供
・　プログラムに求めること
・　熱中・感動体験を伴う多様な教育プログラムの提供
○ 学社連携・融合の取組
・　学校教育と社会教育（地域・家庭）の連携・融合
　これらの審議結果及び提言を受け、長岡市教育委員会では、教育委員会各課及び関係課と連携・協力し、子ども
たちのやる気や学ぶ意欲を引き出すための事業の施策化及び体系化を進め、平成１８年４月より、長岡市熱中！感
動！夢づくり教育事業の推進に向けた本格的な取組を開始した。
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Ⅲ　長岡市熱中！感動！夢づくり教育の概要
　長岡市熱中！感動！夢づくり教育は、どの子にも夢と自信を持たせる教育の実現を図るものであり、子どものや
る気や学ぶ意欲を引き出す方策として、
その１　どの子にもわかる授業の実現
その２　地域の力、市民の力を生かした教育の推進
その３　熱中・感動体験活動の充実
を３本の柱と捉えている。施策の基本構想図は以下のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅳ　長岡市熱中！感動！夢づくり教育における具体的な事業内容
　前述の、子どものやる気や学ぶ意欲を引き出す３つの方策は、学校、地域、行政が、それぞれ取り組むこととし
ている。行政が実施している代表的な事業を以下に述べる。
１　どの子にもわかる授業の実現に関する事業
　学校・子どもかがやき塾事業
　学校の裁量権を拡大し、各学校が子どもたちに夢と自信を持たせ、やる気や学ぶ意欲を引き出すために創意
工夫して取り組む特色ある教育活動等を支援し、どの子にもわかる授業の実現や熱中・感動体験活動の充実等
を図るため、市内の全校長で組織する協議会に委託して行っている事業である。具体的には、学校の教育活動
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【参考：熱中！感動！夢づくり教育基本構想図】
を財政面で支援するために、小中学校の学級数に応じて予算を配当するものであり、学校計画事業、学校裁量
事業、夢企画事業に分かれる。例えば、小学校で全校１２学級（学年各２学級）の学校であれば、４３０，０００円が配
当され、そのうちの７割が学校計画事業予算に、残りの３割が学校裁量事業予算となる。
①　学校計画事業
　学校が年度当初に立案した事業計画に基づき、学校配当予算により実施する事業であり、平成１８年度の事
業内容は以下のとおりである。
②　学校裁量事業
　学校長の裁量で実施する事業であり、地域が自主的に行う子どもを対象とする特色ある活動等に学校の判
断で財政支援することもできる。今年度は、夏休みチャレンジ講座「ミニ・サイエンス教室」（千手小学校）、
昔の遊び体験活動（栖吉小学校）、イングリッシュ・サマーキャンプ（太田小学校）、宿泊体験活動（福戸小
学校、越路西小学校）、花いっぱい運動（関原中学校）、チャレンジウォーク（小国中学校）など、各学校で
特色ある活動を展開している。
③　夢企画事業
　子どもたち、保護者、地域住民等の声を参考に、学校が企画した夢のある事業に予算を追加配当するもの
である。対象事業の範囲は、原則として学校計画事業と同一とするが、子どもたちに自信と夢を持たせ、や
る気や学ぶ意欲を引き出すことにつながる事業を広く対象事業に含める。年度始めに希望する市立学校から
企画を提出してもらい、企画内容等を選考の上、今年度は小学校６校、中学校３校に１５万円から最高３０万円
の追加配当を行った。夢企画の事業内容は、以下のとおりである。 
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　教育補助員（アシスタントティーチャー）の配置
　小中学校では、基礎・基本を確実に定着させるなどの学習指導の充実、生徒指導等の充実が求められており、
そのために学校現場からの一番の要望は人的配置である。このため、授業中、つまずいて困っている子、集中
できない子を支援したり、教員の事務量を減らし、授業の充実や教員が子どもと接することのできる時間を確
保する、体験学習等における児童生徒の安全確保と活動の広がりや充実を図ることなどを目的として、教育補
助員配置事業を行っている。この事業は、平成１４年度に国の緊急雇用対策事業としてスタートし、平成１７年度
からは、市単独事業として展開している。平成１７年度は、３０人を３０校（小学校２２校、中学校８校）に配置した
が、平成１８年度は、３９人を３９校（小学校２６校、中学校１３校）に配置と事業内容を拡充した。
　教育補助員の職務は、配置校の実態に応じ、校長の指示を受け、授業や生徒指導、学校行事等の補助業務で
ある。「しっかりとした教育信念を持ち、児童一人一人に寄り添った適切な指導を行うことができ、他の教職員
から信頼を得ている。」「１年生全クラスの数学授業の補助員として活用したが、毎時間の教材研究を熱心に行
い、理解に時間のかかる生徒の指導に力を注ぎ、中１ギャップの予防に役立っている。」など、配置校の校長の
所見からもわかるように、教育補助員は配置された学校で高い評価を受けている。
　教員サポート錬成塾
　子どもの学ぶ意欲を引き出し、どの子にもわかる授業の実現のためには、教員の資質、力量の向上は不可欠
である。長岡市では、教科指導の力だけでなく、人間性を高めるために教員サポート錬成塾事業を実施してい
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る。これは、教職２～６年目くらいの若手教員を対象とし、指導経験豊かな専門の嘱託指導主事が１年間学校
現場に出向き、マンツーマンで授業の構想、発問や実際の授業の進め方等実地指導を基本とした研修を行うも
のである。今年度は、３７名の若手教員が教員サポート錬成塾に参加している。
　また、平成１７年度から、教職経験７年目から３０年目のベテラン教員を対象とした学校での研修活動を随時サ
ポートし発展的な研修を行う、クリエーティブコースを新設した。平成１８年度は、２０名の教員が積極的に研修
に参加している。
　教育センターでは、教員サポート錬成塾の他にも市立学校・幼稚園の全教職員を対象に、教育課題、教養、
各種教育、各教科・領域、教育相談、特別支援、情報教育、視聴覚教育に関する１４３講座延べ１７２回の研修講座
を実施しており、平成１８年度は、延べ２，６５２人の教員が研修講座に参加し、教員としての資質や指導力の向上を
図っている。
　ようこそ「まちの先生」
　地域の人材等の中から、学校を支援してもらうための指導者（まちの先生）を学校に招へいし、教科、総合
的な学習の時間、クラブ活動及びその他の教育活動に参画してもらうことにより、地域の力、市民の力を学校
教育に生かすとともに、豊かで多様な教育活動の展開により、どの子にもわかる授業を推進するものである。
指導者（まちの先生）は、主に、生涯学習課が作成、更新している「生涯学習人材バンク『まちの先生』」に
登録されている方（平成１８年４月現在　８分野７７４人（団体））を基本にし、登録されていない方でも、学校の
判断で地域の人材等を自由に学校に招へいすることができる。各学校は年度当初に教育委員会に計画書を提出
し、その計画に応じて教育委員会は各学校に謝礼を配当する。平成１８年度計画では、１，７６０人の活用が見込まれ
ている。
２　地域の力、市民の力を生かした教育の推進に関する事業
　地域・子ども元気塾事業
　この事業は、市内の小中学校の児童生徒に熱中・感動体験活動を提供する団体を育成・支援するため、その
団体が行う事業に要する経費に対して助成金を交付するものである。対象団体は、団体の会則又は規約を持
ち、継続的な活動を行い、又は継続的な活動を開始しようとする、３人以上の会員で構成されている団体で、
専ら市内で活動している団体としている。
　平成１８年度は、自然・科学・社会・文化・芸術分野では、NPO法人にいがたエジソン学園、与板民謡たちば
な会、NPO信濃川学校、新潟ジャズアンサンブルキッズ（NJE―kids）、希望が丘コミュニティー推進協議会、
赤城コマランド、子供闘牛太鼓、おはなしひろば「つくしんぼ」、大河津小学校若竹太鼓部父母の会、NPO法
人緑うるおう栃尾を育む会、オアシス長岡、長岡おんがくっ子塾、長岡囲碁連盟の計１３団体に上限２０万円とし、
総額２００万円を助成している。また、スポーツ・レクリエーション分野でも１３団体に、合計１８９万円を助成して
いる。
３　熱中・感動体験活動の充実に関する事業
　事業の実施にあたり、個性・能力を伸ばす事業、感性・情操を豊かにする事業、地域、自然を愛する心をはぐ
くむ事業、社会の一員としての意識を高める事業の四つに分類し、関係課との連携・協力のもと、ＮＰＯ団体や
地域、市民の力を生かし事業の実施と充実を図っている。
　個性・能力を伸ばす事業
①　小学校ロボコン教室
　小学校ロボコン教室は、子どもの科学への興味や創造性を養い、地域社会への関心を高めるため、長岡技
術科学大学の全面的な協力により実施している。この事業は、希望する小学校５，６年生を対象としており、
夏休みに開催するロボコン大会を目指して、５月から７月までの約３か月間、毎週１回クラブ活動の時間を
利用してロボットのパーツの組み立てや改造、操作の練習などを行う。これらの指導は、すべて長岡技術科
学大学の学生が担当しており、今年度は２２校、３１２人がロボット工作に取り組んだ。
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　８月に開催したロボコン大会は、参加する子どもだけでなく応援の保護者も詰めかけ、会場となった長岡
市厚生会館は総勢５００人の熱気に包まれた。
②　小学校夢づくり工房 in 造形大学
　子どもの独創性を養い、デザインプロセスの重要性や楽しさを学ぶため、長岡造形大学の協力を得て、夏
休みの２日間、通常の授業では体験できない「アニメーション制作」や「ダンボール・デザイン制作」に取
り組む事業である。
　平成１８年度は、長岡造形大学を会場に、８月２４日、２５日の２日間実施され、「アニメーション制作」は２３
人、「ダンボール・デザイン制作」は、１５人の小学５，６年生が参加した。
③　キッズ・イングリッシュ・アカデミー、中学生イングリッシュアカデミー
　キッズ・イングリッシュ・アカデミーは、英語劇などの英語体験活動を通して、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度や意欲を育てることを目的としている。夏休み３日間の小学生対象の通い英語合宿で
ある。指導スタッフは、長岡市教育委員会学校教育課英語指導室の ALT（外国語指導助手）と英語指導員が
中心となる。平成１８年度は、ながおか市民センターを会場に実施され、小学校６年生１８人が参加した。
　また、中学生を対象とした中学生イングリッシュアカデミーは、国立妙高自然の家を会場に、夏休み４日
間の英語合宿を行うものであり、市内中学校英語教諭や ALT、英語指導員が指導にあたる。今年度は７３人の
中学生が参加した。　
④　中学生数学アカデミー
　数学の面白さ、不思議さ、有用性についての理解を深めるため、夏休み４日間を利用した数学合宿である。
指導スタッフは、長岡市の中学校教員を中心にしながら、上越教育大学や長岡技術科学大学から外部講師を
招へいしている。今年度は、長岡市教育センター、アトリウム長岡、長岡技術科学大学を会場に実施し、中
学校３年生１６名が参加した。
　感性・情操を豊かにする事業
①　ふれあい芸術体験事業
　地域で活躍している芸術家を学校に招き、芸術家と子どもたちが交流しながら、生の芸術に触れる機会を
提供することで、子どもたちの豊かな感性や情操をはぐくむものである。平成１８年度は、豊島雄一さん（バ
リトン歌手）、五十嵐郊味さん（ソプラノ歌手）、石井朋子さん（ピアニスト）による「スクールコンサート」
が合計７校、柳澤魁秀さん（書家）による「巨大書に挑戦！」が３校で実施された。
－１３２－
小学生ロボコン大会 夢づくり工房 in 造形大学
「ダンボール・デザイン制作」
②　グラウンドポニースクール
　グラウンドポニースクールは、グラウンドを中心とした学校の敷地内で、引き馬、初歩的な乗馬、餌やり
などのポニーとの触れ合いを通して、子どもの豊かな感性や情操をはぐくむとともに動物への愛情などの優
しい心を育てるものである。ハーモニィセンターに委託して実施している事業であり、希望する小学校に
ポニー６頭と指導スタッフが出向き実施する。
　平成１８年度は、２０校の応募があり日程等の関係から１０校での実施となったが、約１，５００人の子どもがポ
ニーと触れ合うことができた。
③　ポニーとキャンプ in 蓼科
　長野県茅野市のポニー牧場で、普段体験することのできないポニーへの乗馬や世話、集団生活を同年代の
仲間と宿泊体験の中で経験し、協力することや自主性、思いやりの心をはぐくむ機会とすることをねらいと
している。今年度からの新規事業であり、８月２１日から２３日までの２泊３日で実施した。定員２５名に対し８０
名という多くの応募があったことからも、この事業に対する親子の期待や要望の大きさがわかる。
　地域・自然を愛する心をはぐくむ事業
①　ふるさと大好き！親子ながおか探訪ツアー
　合併後の長岡の名所、旧跡、自然や文化、人物、歴史などについて、親子で学ぶ機会を提供することによ
り、長岡を知り、長岡を愛する心をはぐくむために、親子バスツアーを実施するものであり、今年度あらた
に企画した新規事業である。
　８月５日に実施された長岡・寺泊コースには５０人（幼児２人、小学生２８人、保護者２０人）、９月３０日の長
岡・越路・小国コースには４０人（小学生２２人、保護者１８人）の参加があった。
②　自然体験道場
　生物の観察や採集、標本づくりを通して生態学や分類学を学び、自然に関する知識、科学的思考の素養を
身に付けることや長岡市の自然と動植物への関心・意欲を高めることをねらいとしている。科学博物館や東
山ファミリーランドを中心に活動し、指導スタッフは科学博物館学芸員があたる。昆虫道場、植物博士道場、
くも研究者養成道場の３コースがあり、延べ３５０人を超える参加があった。
③　縄文体験教室
　夏休みの２日間、藤橋歴史の広場での宿泊合宿を通じ、縄文遺跡での活動や道具づくりなどを体験し、縄
文時代の暮らしや文化を楽しく学ぶ事業である。自然と共生していた縄文人の生活を体験することで、火焔
土器のふるさとである長岡の歴史に触れる機会を提供するものである。
　平成１８年度は、８月１９日、２０日の１泊２日で実施され、３０名の定員に対して７５名の応募があった。
　社会の一員としての意識を高める事業
①　体感型ビジネスゲーム「トレーディングゲーム」
　この事業は、体感型ビジネスゲーム「トレーディングゲーム」をとおして、仕事を身近に感じ、楽しみな
がらチャレンジする心、課題発見力、コミュニケーション力や協調性の大切さに気づかせ、育てるものであ
り、小学生のキャリア教育の一環である。平成１８年度は、２４校の小学校で実施し、９００人を超える児童がト
レーディングゲームを体験した。
②　中高生キャリア意識向上支援講座
　中学校が実施する職業講話の講師として、事業主などを派遣し、中学生の職業学習をサポートするととも
に、キャリア意識の醸成を図るものである。講師の選定等は、中学校の要望や希望を受けハローワーク長岡
が行う。今年度は、１２校に講師を派遣し、職業講話を実施した。
Ⅴ　「キャリア教育支援部会」「家庭の教育力検討部会」の設置と検討
　家庭は社会の最小単位であり、教育の原点であるとも言える。平成１７年度の熱中！感動！夢づくり教育推進会議
において、子どものやる気や学ぶ意欲を引き出す上で、幼少期からの家庭における教育の重要性や家庭の教育力向
上に向けた取組の必要性が指摘された。
－１３３－
　また、若者の勤労観・職業観の未熟さ、社会人・職業人としての基礎的資質・能力の低下等が指摘されており、
義務教育段階からのキャリア教育の推進が重要となってきている。
　これらの課題に対応するため、平成１８年６月に開催された、第１回熱中！感動！夢づくり教育推進会議において、
「家庭の教育力検討部会」「キャリア教育支援部会」の２部会を設置し、検討を進めることとなった。また、キャリ
ア教育の検討にあたっては、部会に先立ち小中学校教員からなる「キャリア教育ワーキングチーム」を設置し、そ
こでの議論を審議に生かすこととした。
　各部会での審議、検討内容の最終報告は、第３回夢づくり教育推進会議で承認され、「「家庭の教育支援の具体的
方策」及び「長岡市のキャリア教育のあり方」に関する提言」として、長岡市教育委員会に提出された。提言内容
は以下のとおりである。
１　家庭教育支援、子育て支援への具体的な方策に関する提言内容
　学校における取組について
　学校は親を集めやすいという特徴があることから、家庭教育支援にかかわって、意図的・継続的な活動を行
う必要がある。例えば、親子が共に活動する場や懇談会等を計画的に開催することなどが考えられる。しか
し、「参加しない」「参加できない」親もおり、すべての親への啓発といった点からは、学校だより等の広報に
よる啓発活動を意図的に行う必要がある。
　幼・保育園、小学校では、保護者とのコミュニケーションを深め、子どもの状況を正しく親に伝えるととも
に、子どもの年齢に応じて、身に付けさせるべき事項やその方法などを具体的に親に伝える必要がある。
　また、中学校では、生徒に将来親になることを意識させる活動を取り入れることが必要である。
　地域における取組について
　地域で家庭や学校を応援して支えていこうという雰囲気をつくることが大切であり、地域のコミュニティセ
ンター、青少年健全育成協議会等が中心となって、具体的な活動を行う必要がある。特に、関原地区の「さわ
やか子育て７か条」のように地域に呼びかけ、募集し、地域に根付かせるような地道な活動を、それぞれのコ
ミュニティができる範囲で実行していくことが、家庭・地域の連携の具体的な方策の一つであると言える。
　行政における取組について
　行政は、すべての親を対象とした家庭教育支援、しつけや子育てに関する意識啓発の機会、家庭教育や子育
てに関する相談員の配置等人的な措置について検討する必要がある。
　熱中！感動！夢づくり教育における熱中・感動体験活動の中に、家庭教育支援や望ましい生活習慣の定着を
図る体験を位置付けていくことも考える必要がある。
　子育てをしやすい就業環境の充実を企業に働きかけるだけでなく、父親を巻き込んだ家庭教育支援について
の具体的方策を考えることが大切である。
　また、すべての親に共通に知っておいてもらうべき内容についてのガイドラインやパンフレット等を作成す
ることについては、今後、検討していくべきである。
２　長岡市のキャリア教育のあり方と推進方策に関する提言内容
　長岡市のキャリア教育について
①　キャリア教育のねらい
　長岡市では、キャリア教育を「子どもたちに、将来、社会人、職業人になったときに必要となる基礎的な
能力を身に付けさせる教育」と捉えることとする。
②　義務教育段階におけるキャリア教育のあり方
　キャリア教育で身に付けさせるべき社会人、職業人として必要な基礎的な能力は、教科学習の中だけでな
く、学校行事、係・委員会活動、清掃、スポーツ活動、部活動、読書や遊びの場面等、学校におけるあらゆ
る教育活動を通して身に付けていくべきものである。また、学校では集団とのかかわりを大切にし、「責任を
果たした」「感謝された」などの体験を通して「人のためになった」「自分は必要とされている」といった自
－１３４－
信や自己有用感を身に付けさせることを重視すべきである。
　義務教育段階では親や家庭の役割が大きいため、学校と家庭がそれぞれの役割を果たしながら、協力して
子どもたちにかかわることが重要である。
③　キャリア教育における職場体験の位置付け
　小学校段階では、子どもたちにとって気づきや動機付けになるような様々な体験を与えることが重要であ
るが、実際に仕事をしてみるという職場体験まで求める必要はない。
　中学校段階では、職場体験は有益である。また、子どもと保護者が一緒に子どもの将来について考えるた
めのきっかけづくりにするといった面からも推進していくべき活動である。しかし、職場体験は、全市一律
のやり方で実施しなければならないというものではなく、学校の実情に応じて、日数や実施方法等を決定す
べきである。
　キャリア教育の推進方策について
①　学校における推進方策
　学校では、キャリア教育に関して全教職員が共通理解を持ち、実践していくことが必要である。また、現
在実施している教育活動をキャリア教育の視点から見直し、キャリア教育の意義やねらい、実施方法等を再
検討するとともに、小中学校の連携のあり方を具体化していくことが大切である。
②　行政や関係機関における推進方策
　職場体験については、モデル校等を指定し、保護者との連携のもとに、地域、受入事業所、行政、関係機
関等と連携のあり方を研究し、その成果を長岡市全体に広めていくことが重要である。
　受入事業所の確保については、学校が保護者や地域の協力を得ながら開拓することが望ましいが、行政も
関係機関と連携し、受入可能な事業所等を開拓していく方策を検討する必要がある。
　これらの提言内容については、今後、長岡市の熱中！感動！夢づくり教育の推進方策を検討する上で参考とし、
できる範囲で事業に生かしていきたいと考えている。
Ⅵ　おわりに
　今までの教育は、家庭や地域の教育力を基盤に、主として学校教育の力で子どもを育ててきた。しかし、家庭や
地域の教育力の低下にともない、多くのことが学校教育に求められるようになった。これからは「地域の子どもは
地域で育てる」といった視点から、地域が積極的に学校にかかわり、学校を応援、支援する体制づくりがますます
重要となって来る。
　長岡市には、連綿と受け継がれている米百俵の精神がある。北越戊辰戦争に敗れ、焦土と化した長岡藩に、支藩
の三根山藩から送られてきた見舞いの米百俵。困窮極まる中、長岡藩は「食えないからこそ教育を」と、その百俵
の米を売って学校設立の資金に充てたという、この１４０年前の実話を長岡市民は誇りとし、その人づくりの精神を今
日まで大切にしている。
　長岡市熱中！感動！夢づくり教育事業は、始まったばかりであるが、長岡市民に「長岡の子は、長岡で育てる」
という気運の醸成を図り、地域の力、市民の力を生かした教育の推進により、夢と自信を持って、未来を拓き、た
くましく生きる長岡の子どもたちを育てるために、今後さらに内容の充実と着実な推進を図っていかなければなら
ないと考えている。
－１３５－
